
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１の複合文書から第２の文書内のデータへリンクするための、コンピュータシステムに
おける方法であって、
前記第２の文書内の前記データに結び付けるための結び付けメソッドを提供する第１のオ
ブジェクトをインスタンス生成するステップ、
前記第１のオブジェクトの結び付けメソッドの呼出しによって、前記第２の文書内のデー
タへの結び付けをさせるステップと、
前記第１の文書内の前記第１のオブジェクトを記憶するステップ
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
前記記憶するステップが、前記第２の文書内の前記データを特定する情報とともに前記第
１のオブジェクトのクラスタイプを記憶することを含むことを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
前記第１のオブジェクトが、前記第２の文書内の前記データを特定する情報を記憶し、前
記情報がファイル名，あるいは前記データを含むファイルの部分，を指す請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
前記第１のオブジェクトが、複数の成分オブジェクト (component object)を含む複合オブ

10

20

JP 3613401 B2 2005.1.26



ジェクトであり、当該複数の成分ブジェクトの各々が、前記データを特定する情報の少な
くとも一部分を記憶する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記第１のオブジェクトが更に、減少メソッドを提供する、請求項１に記載の方法であっ
て、前記減少メソッドの呼出しによって、減少されたオブジェクトを返送するようにさせ
る、方法。
【請求項６】
前記第１のオブジェクトが更に、合成メソッド（ compose method）を提供する請求項１に
記載の方法であって、
合成メソッドの呼出しによって、複合オブジェクト（ composite object）がインスタンス
生成されるようにさせる、方法。
【請求項７】
第１の複合文書を第２の文書内のデータにリンクするための、コンピュータシステムにお
ける方法であって、
前記第２の文書内のデータに結び付けるための結び付けメソッドを提供する第１のオブジ
ェクトをインスタンス生成するステップであって、当該第１のオブジェクトが、前記第２
の文書内のデータを特定する情報を記憶するものであり、

前記第２の文書内のデータに結び付けるために、前記第１のオブジェクトの前記結び付け
メソッドを呼び出すステップ、
を含む方法。
【請求項８】
前記結び付けメソッドが、
ランニング・オブジェクト・テーブル内で、前記第２の文書内の前記データのためのサー
バ・オブジェクトを探索 (locate)し、そして、

ステップを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
前記結び付けメソッドが、
前記第２の文書内の前記データのためのサーバ・オブジェクトをインスタンス生成し、そ
して、

ステップを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
前記結び付けメソッドが、
前記第２の文書内の前記データのためのサーバ・オブジェクトをインスタンス生成し、
前記第２の文書内の前記データをローディングし、そして、

ステップを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
前記第１のオブジェクトが、第１のおよび第２の成分オブジェクトを持つ複合オブジェク
トであり、
前記第１のオブジェクトの前記結び付けメソッドの呼出しが、前記第１の成分オブジェク
ト (component object)の結び付けメソッドの呼出しを引き起こし、これが、前記第２の成
分メソッドの結び付けメソッドの呼出しを引き起こす、
請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
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前記第１の複合文書が当該第１
のオブジェクトを記憶するものであり、

クライアント・オブジェクトに、前記サーバ・オブジェクトにポイントするポインタを返
送する、

クライアント・オブジェクトに、前記サーバ・オブジェクトにポイントするポインタを返
送する、

クライアント・オブジェクトに、前記サーバ・オブジェクトにポイントするポインタを返
送する、



前記第１のオブジェクトを、前記第１の文書の一部分として永続記憶装置内に記憶するス
テップを更に含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
前記インスタンス生成の前に、前記第２の文書内の前記データのためにストリング名を分
解するステップを更に含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１４】
第１の、複合文書から、第２の文書内のデータにリンクするための、コンピュータシステ
ムにおける方法であって、
減少メソッドを提供するオブジェクトをインスタンス生成するステップであって、当該オ
ブジェクトが、前記第２の文書内の前記データを特定する情報を記憶するものであり、

および、
減少されたオブジェクトを生成するために前記減少メソッドを呼び出すステップであって
、当該減少されたオブジェクトが、前記第２の文書内の前記データを特定する減少された
情報を記憶するものである、
を含む方法。
【請求項１５】
前記減少オブジェクトについて、それ以上の減少が不可能となるまで前記減少を反復する
ステップを更に含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
前記減少オブジェクトについて、一定の回数だけ、前記減少を反復するステップを更に含
む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
第１の、複合文書から、第２の文書内のデータにリンクするためのコンピュータ・システ
ムにおける方法であって、
合成メソッド (compose method)を提供する第１のオブジェクトをインスタンス生成するス
テップであって、

第２のオブジェクトをインスタンス生成するステップであって、
そし

て、
複合オブジェクトをインスタンス生成するために前記合成メソッドを呼出すステップであ
って、
を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は一般にオブジェクトの名称を付けて結び付けるコンピュータ方法及びシステムに
係り、より詳細には、他のオブジェクトに含まれるリンクされたオブジェクトの名称を付
け、そのリンクされたオブジェクトのソースを探索してそれに結び付け、そしてオブジェ
クトを結び付けるのに必要なサーバの呼び出し回数を減少する一般化された方法及びシス
テムに係る。
【０００２】
【従来の技術】
現在の文書処理コンピュータシステムは、ユーザが複合文書を作成できるようにする。複
合文書とは、種々のフォーマットの情報を含む文書である。例えば、複合文書は、テキス
トフォーマット、チャートフォーマット、数値フォーマット等のデータを含む。図１は複
合文書の例である。この例において、複合文書１０１は、ある製造プロジェクトのレポー
トとして作成される。この複合文書１０１は、チャートフォーマットで表されたスケジュ
ールデータ１０２と、スプレッドシートフォーマットで表された予算データ１０３と、テ
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前
記第１の、複合文書が、当該オブジェクトを記憶するものであり、

前記第１の複合文書が第１のオブジェクトを記憶するものであり、当該
第１のオブジェクトが前記第２の文書内の第１のデータを指定する第１の情報を記憶する
ものであり、

当該第２のオブジェクト
が、前記第２の文書内の第２のデータを指定する第２の情報を記憶するものであり、

当該呼出しが前記第１の情報を前記第２の情報と結合するものである、



キストフォーマットで表された説明データ１０４とを含んでいる。典型的な公知システム
においては、ユーザは、プロジェクト管理コンピュータシステムを用いてスケジュールデ
ータ１０２を発生しそしてスプレッドシートコンピュータプログラムを用いて予算データ
１０３を発生する。このデータが発生された後に、ユーザは、説明データ１０４を入力し
、そしてワードプロセスコンピュータプログラムを用いてスケジュールデータ１０２と予
算データ１０３を合体することにより複合文書１０１を作成する。
【０００３】
図２は、スケジュールデータ、予算データ及び説明データを複合文書にいかに合体できる
かを示している。ユーザは、プロジェクト管理プログラム２０１を用いてスケジュールデ
ータを発生し、次いで、そのデータをクリップボード２０３に記憶する。ユーザは、スプ
レッドシートプログラム２０４を用いて予算データを発生し、次いで、そのデータをクリ
ップボード２０３に記憶する。クリップボード２０３は、一般にいかなるプログラムによ
ってもアクセスできる記憶エリア（ディスク又はメモリ）である。プロジェクト管理プロ
グラム２０１及びスプレッドシートプログラム２０４は、典型的に、データをプレゼンテ
ーションフォーマットでクリップボードに記憶する。プレゼンテーションフォーマットと
は、データを出力装置に容易に表示するフォーマットである。例えば、プレゼンテーショ
ンフォーマットは、標準ビットマップのブロック転送動作（ＢｉｔＢｌｔ）で表示できる
ビットマップである。データをクリップボードに記憶することを、クリップボードに「コ
ピー」すると称する。
【０００４】
データがクリップボード２０３にコピーされた後に、ユーザはワードプロセスプログラム
２０６を始動して複合文書１０１を作成する。ユーザは、説明データ１０４を入力し、そ
してクリップボード２０３に存在するスケジュールデータ及び予算データをコピーすべき
複合文書１０１内の位置を指定する。クリップボードから文書へデータをコピーすること
を、クリップボードから「ペースト」すると称する。次いで、ワードプロセスプログラム
２０６は、スケジュールデータ１０２及び予算データ１０３をクリップボード２０３から
複合文書１０１の指定の位置へコピーする。クリップボードから複合文書へコピーされる
データを「埋め込み」データと称する。ワードプロセスプログラム２０６は、この埋め込
みデータを簡単なビットマップとして処理し、複合文書１０１を出力装置にレンダリング
するときにＢｉｔＢｌｔ動作で表示する。ある公知システムにおいては、クリップボード
が一度に１つのコピーコマンドに対してデータを記憶することしかできない。このような
システムでは、スケジュールデータをクリップボードにコピーし、次いで複合文書にペー
ストすることができる。その後、予算データをクリップボードにコピーし、次いで、複合
文書にペーストすることができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ワードプロセッサは一般にテキストデータしか処理しないので、ワードプロセスプログラ
ムのユーザは、埋め込みデータを移動又は削除することはできるが、データがテキストフ
ォーマットにない限り埋め込みデータを変更することはできない。従って、ユーザは、例
えば、複合文書１０１内にある予算データ１０３を変更したい場合には、スプレッドシー
トプログラム２０４を始動し、予算データ１０３をファイルからロードし、変更を行い、
その変更をクリップボード２０３にコピーし、ワードプロセスプログラム２０６を始動し
、複合文書１０１をロードし、そしてその修正したクリップボードデータを複合文書１０
１へペーストしなければならない。
【０００６】
ある公知システムは、データを実際に埋め込むのではなく複合文書に含まれるべきデータ
に対するリンクを記憶する。ワードプロセスプログラムがデータをクリップボードから複
合文書にペーストするときには、複合文書にリンクが記憶される。このリンクは、含まれ
るべきデータ（典型的にファイルに存在する）を指す。これらの公知システムは、一般に
、データに対するリンクを、ワードプロセスプログラムがプレゼンテーションフォーマッ
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トとして認識又は処理するフォーマットで与える。例えば、ワードプロセスプログラム２
０６が、ユーザにより、埋め込みではなくリンクによってスケジュールデータ及び予算デ
ータを複合文書にペーストするように指示されたときには、そのスケジュールデータ及び
予算データがプレゼンテーションフォーマットで存在するファイルの名称が文書に挿入さ
れる。多数の複合文書が同じデータに対するリンクを含むことができ、データの１つのコ
ピーを多数の複合文書によって共有することができる。
【０００７】
本発明の目的は、複合文書内に合体されるデータに対するリンクを発生する方法及びシス
テムを提供することである。
【０００８】
本発明の別の目的は、リンクをその基礎をなすデータに結び付ける方法及びシステムを提
供することである。
【０００９】
本発明の別の目的は、これらのリンクを、その基礎をなすデータとは独立したやり方でイ
ンターフェイスする方法及びシステムを提供することである。
【００１０】
本発明の更に別の目的は、複合文書内の任意のレベルにネストされたデータにリンクする
方法及びシステムを提供することである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
これら及び他の目的は、以下の説明から明らかとなるように、データオブジェクトの名称
を付けて結び付ける方法及びシステムによって達成される。好ましい実施例では、合体さ
れるオブジェクトに対するリンクはモニカ（あだな）として記憶される。モニカとは、合
体されるデータをアクセスするのに必要な情報をカプセル化しそしてその合体されるデー
タに連結する方法を与えるようなオブジェクトである。
【００１２】
【実施例】
本発明は、リンクされたデータに名称を付けて結び付ける一般化された方法を提供する。
好ましい実施例では、リンクされたデータを合体する複合文書は、リンクソースに対する
レファレンスである「モニカ」と称する永続性のデータハンドルを記憶する。モニカは、
リンクされたデータを識別するための情報を含むと共にアプリケーションプログラムをそ
のリンクされたデータに結び付けられるようにする方法を与えるデータオブジェクトであ
る。
【００１３】
結び付けプロセスは、リンクされたデータをアクセスできるようにするインターフェイス
の例を返送する。ある場合に、モニカは、それ自体が別の複合文書内の埋め込みデータで
あるデータをリンクすることができる。例えば、モニカは、ワードプロセス文書に含まれ
たスプレッドシートテーブル内のある範囲のセルにリンクすることができる。モニカは、
複合文書内のいかなるレベルの文書にもリンクすることができる。結び付けプロセス中に
は、多数のアプリケーションを呼び出して、リンク データを探索することができる
。例えば、ワードプロセス文書内にあるスプレッドシート内のある範囲のセルにリンクす
るために、ワードプロセスプログラムを呼び出して、埋め込まれたスプレッドシートデー
タを探索できると共に、スプレッドシートプログラムを呼び出してその範囲のセルに結び
付けることができる。
【００１４】
本発明は、モニカをアクセスするアブストラクトクラス（インターフェイス）を定義する
。

【００１５】
本発明の好ましい実施例では、複合文書を形成するアプリケーションプログラムは、別の
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された

典型的に、複合文書にリンクすることのできるデータを与える各アプリケーションプロ
グラムは、モニカインターフェースの実施をサポートする。



アプリケーションによって発生されたリンクされた又は埋め込まれたデータの操作を制御
する。オブジェクト指向言語では、このデータをオブジェクトと称する。（１９９１年ア
ディソン・ウェスレイ・パブリッシング社出版のバド．Ｔ著の「オブジェクト指向プログ
ラミングの紹介（Ａｎ　Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ｔｏ　Ｏｂｊｅｃｔ－Ｏｒｉｅｎｔ
ｅｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ）」と題する参考文献は、オブジェクト指向の概念及び用
語を紹介している。）複合文書にリンクされるか又は埋め込まれるオブジェクトは、文書
内に「収容」される。複合文書は「収容」オブジェクトとも称し、複合文書内に収容され
るオブジェクトは「被収容」オブジェクトと称する。図１及び２を参照すれば、スケジュ
ールデータ１０２及び予算データ１０３は被収容オブジェクトであり、複合文書１０１は
収容オブジェクトである。ユーザは、予算データ１０３のような被収容オブジェクトを編
集したいことをワードプロセッサに指示することができる。ユーザが予算データ１０３を
編集することを指示したときに、ワードプロセスプログラムは、どのアプリケーションを
用いて予算データを編集すべきか（例えば、スプレッドシートプログラム）を決定し、そ
してそのアプリケーションを発進（スタート）する。次いで、ユーザは、その発進したア
プリケーションを用いて予算データを操作することができ、複合文書に変更が反映される
。予算データが埋め込まれたオブジェクトとして記憶されるかリンクされたオブジェクト
として記憶されるかについても同じ手順が使用される。
【００１６】
図３は、複合文書のサンプルを示すブロック図である。週ごとのプロジェクトレポート３
０１は、図１の同じ複合文書である。エグゼクティブサマリーレポート３０３は、週ごと
のプロジェクト３０１にリンクされる予算チャート３０５を含んでいる。週ごとのプロジ
ェクト３０１ は、埋め込まれるスプレッドシート３０２を含んでいる。この埋
め込まれるスプレッドシート３０２は、図２のスプレッドシートプログラム２０４によっ
て作成されたものである。このスプレッドシートのデータであるプロジェクトの予算は、
埋め込みオブジェクトであるから、週ごとのプロジェクトレポート３０１の記憶装置内に
記憶される。エグゼクティブサマリー文書３０３は、ネーティブテキスト３０４と、被収
容オブジェクトである予算チャート３０５とを含む複合文書である。予算チャート３０５
は、複合文書３０１に埋め込まれるスプレッドシート３０２内に収容されたデータとリン
クされる。
【００１７】
好ましい実施例では、アプリケーションプログラム（アプリケーション）は、オブジェク
トリンク及び埋め込み構成を使用して複合文書を作成し操作するように共働する。複合文
書を作成するアプリケーションをクライエントアプリケーションと称し、被収容オブジェ
クトを形成して操作するアプリケーションをサーバアプリケーションと称する。アプリケ
ーションは、クライエント及びサーバの両方として働くことができる。図２を参照すれば
、プロジェクト管理プログラム２０１及びスプレッドシートプログラム２０４はサーバア
プリケーションであり、ワードプロセスプログラム２０６はクライエントアプリケーショ
ンである。クライエントアプリケーションは、収容オブジェクト内の種々のオブジェクト
を選択しそしてその選択した被収容オブジェクトを操作するために適当なサーバアプリケ
ーションを呼び出す役目を果たす。サーバアプリケーションは、被収容オブジェクトの内
容を操作する役目を果たす。
【００１８】
好ましい実施例では、オブジェクトをリンクし埋め込む機能を果たす具現独立アプリケー
ションプログラミングインターフェイス（ＡＰＩ）がアプリケーションに与えられる。こ
のＡＰＩは、クライエント及びサーバアプリケーションによって呼び出される１組の機能
である。これらの機能は、他のものの中でも、クライエントアプリケーションがサーバア
プリケーションとの間でメッセージ及びデータを送信及び受信するに必要な設定及び初期
化を管理する。ＡＰＩは、特定の被収容オブジェクトに作用しそして被収容オブジェクト
を操作するために正しいサーバアプリケーションを呼び出す機能を果たす。
【００１９】
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更に、オブジェクトをリンクし埋め込むＡＰＩは、クライエントアプリケーションがそれ
らの収容されたオブジェクトと通信できるようにする「インターフェイス」を定める。イ
ンターフェイスとは、ある入力、出力及びふるまいルールによって遵守する１組の方法で
ある。収容されたオブジェクトが特定のインターフェイスをサポートする場合には、クラ
イエントアプリケーションは、そのインターフェイスがその定められたふるまいを実行す
るための方法を呼び出すことができる。好ましい実施例では、クライエントアプリケーシ
ョンはオブジェクトデータを直接アクセスすることは許されず、サポートされたインター
フェイスを用いてオブジェクトを操作しなければならない。クライエントアプリケーショ
ンは、インターフェイスに対するポインタを介して収容されたオブジェクトに結び付けら
れる。クライエントアプリケーションは、インターフェイスの方法を呼び出すことにより
オブジェクトにアクセスする。この方法では、オブジェクトデータにアクセスするために
、サーバアプリケーションにメッセージを送って指定のアクセスを要求する。好ましい実
施例では、基礎をなすオペレーティングシステムによって与えられるプロセス間通信機構
を用いてクライエントとサーバとの間でメッセージが送られる。
【００２０】
クライエントプロセスとサーバプロセスとの間の関係を１つの例で説明する。図１を再び
説明すれば、ユーザが複合文書１０１の予算データ１０３を編集しようとする場合、次の
一連の事象が生じる。先ず第１に、ユーザはワードプロセッサプログラムをスタートし、
これは、オブジェクトをリンクして埋め込むＡＰＩに動的にリンクしている。第２に、ユ
ーザは複合文書を編集のためにオープンする。第３に、ユーザは、被収容オブジェクトで
ある予算データを選択し、その選択したオブジェクトを編集すべきことを指示する。第４
に、クライエントアプリケーションがクライエントＡＰＩルーチンを呼び出し、オブジェ
クトに対するハンドル（選択されたオブジェクトを独特に識別する）と、動作が編集であ
ることを示すインジケータとをルーチンに通すというオブジェクトの動作を実行する。第
５に、クライエントＡＰＦルーチンは、スプレッドシートプログラムが予算データに対し
て動作を与えることを決定する。第６に、クライエントＡＰＩコードは、スプレッドシー
トプログラムがまだスタートされていなければ、これをサーバプロセスとしてスタートさ
せる。第７に、ワードプロセッサアプリケーションは、予算データを編集しなければなら
ないスプレッドシートプログラムにメッセージを送る。第８に、サーバＡＰＩコードは、
編集の要求を受け取り、データを編集するためのスプレッドシートプログラムのルーチン
を呼び出す。編集が完了すると、スプレッドシートルーチンはサーバＡＰＩコードに復帰
する。サーバＡＰＩコードはワードプロセッサアプリケーションにメッセージを送って、
編集が完了したことを指示する。クライエントＡＰＩコードはメッセージを受け取ってそ
の呼び出しから復帰する。呼び出しから復帰すると、ワードプロセッサアプリケーション
は、編集が完了したことを知る。
【００２１】
クライエント及びサーバＡＰＩに加えて、本発明のオブジェクトリンク及び埋め込み構成
体は、永続的なグローバル「レジストリ（登録装置）」を経てクライエント及びサーバア
プリケーションに情報を与える。このレジストリは、（１）オブジェクトの各形式ごとに
、そのオブジェクトの形式を具現するサーバアプリケーション、（２）各サーバアプリケ
ーションがクライエントアプリケーションに与える動作、（３）各サーバアプリケーショ
ンの実行可能なファイルがどこに配置されているか、そして（４）各サーバアプリケーシ
ョンが関連オブジェクトハンドラーを有しているかどうかといった情報のデータベースで
ある。
【００２２】
オブジェクト指向の言語においては、インターフェイスは、「アブストラクト（抽象）ク
ラス」であり、即ちデータ及び方法の定義は有するが、これら方法の具現はもたないクラ
スである。これは、オブジェクト「クラス」に対してサーバアプリケーションの役目を果
たし、オブジェクトを操作するのに使用できる方法に対する実際のコードを与える。
【００２３】
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図４は、オブジェクトのサンプル例を示すブロック図である。好ましい実施例において、
この例のレイアウトは、

この例は、オブジェクトデータ構造体４
０１と、各々のサポートされるインターフェイス毎のインターフェイスデータ構造体４１
３とを含んでいる。オブジェクトデータ構造体４０１は、インターフェイスデータ構造体
４１３に対するポインタ４０２を含んでおり、そしてこの例の専用データを含むことがで
きる。このサンプル例の専用データは、クラス識別子４０３（ＣＬＡＳＳ　ＩＤ）と、オ
ブジェクトの記憶に対するハンドル４０４と、オブジェクトの状態を追跡するデータ４０
５とを含む。クラス識別子は、そのオブジェクトに対して適当なサーバアプリケーション
をアクセスするのに使用される。これは、プログラミング言語に用いられるデータ構造体
「タイプ」と同様である。インターフェイスはＣＬＡＳＳ　ＩＤを永続的グローバルレジ
ストリへのインデックスとして使用することにより、オブジェクトに対するサーバを決定
することができる。図４に示すように、各インターフェイスデータ構造体４１３は、専用
データ構造体４０６及び仮想機能テーブル４０８を含んでいる。専用データ構造体４０６
は、仮想機能テーブル４０８に対するポインタ４０７を含む。仮想機能テーブル４０８は
、インターフェイスの方法を具現化するコードのポインタを含む。
【００２４】
テーブル１　＃はインターフェイスクラスを定める　インターフェイスｉｎｔｆ｛ｐｕｂ
ｌｉｃ：　仮想ＲＥＴＣＯＤＥ　ｐｆｎｃ１　（ａｒｇ１，ａｒｇ２）＝０；仮想ＲＥＴ
ＣＯＤＥ　ｐｆｎｃ２　（ａｒｇ１，ａｒｇ２）＝０；
仮想ＲＥＴＣＯＤＥ　ｐｆｎｃ３　（　）＝０；
・・・　｝；
【００２５】
上記のテーブル１は、オブジェクトデータ構造体４０１の第１エントリーｐｉｎｔｆ１　
に対するインターフェイスの定義を表している。テーブル１において、「インターフェイ
ス」という語は、Ｃ＋＋クラスを意味するものとして定義される。この定義は、アーギュ
メントをもつ３つの方法を示している。各アーギュメントリストの端の「＝０」は、その
方法がコードの具現をもたないことを示している。Ｃ＋＋のプログラミング言語では、こ
れらの機能を「純仮想機能」と称する。全て純仮想機能を有するクラスをアブストラクト
クラスと称する。
【００２６】
図５は、オブジェクトのパブリックビューを示すブロック図である。オブジェクトのパブ
リックビューとは、オブジェクトがサポートする種々のインターフェイス５０２ないし５
０６である。各インターフェイスは、クライエントアプリケーションがオブジェクトをア
クセスできるようにする方法を与える。各オブジェクトはＩＵｎｋｎｏｗｎインターフェ
イス５０２をサポートする。アプリケーションはこのＩＵｎｋｎｏｗｎインターフェイス
５０２を用いて、他のどのインターフェイスがオブジェクトをサポートするか決定する。
特定のオブジェクトに対してＩＵｎｋｎｏｗｎインターフェイス５０２を具現すると、他
のどのインターフェイスがそれをサポートするかが分かり、そのインターフェイスに対す
る呼び出しアプリケーションポインタに復帰する。好ましい実施例では、この目的で、方
法ＩＵｎｋｎｏｗｎ：：ＱｕｅｒｙＩｎｔｅｒｆａｃｅが使用される。インターフェイス
５０３ないし５０６は、オブジェクトによってサポートすることのできる典型的なインタ
ーフェイスの例である。例えば、ＩＣｒｅａｔｅインターフェイス５０３は、オブジェク
トの新たな例を形成する方法を与える。ＩＣｏｎｔａｉｎｅｒインターフェイス５０４は
、オブジェクト内に含まれる被収容オブジェクトをリストする方法を与える。ＩＤａｔａ
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「仮想機能及び仮想ベースクラスを具現化し、オブジェクト指向
のプログラミング言語のためにこのポインターを設定するための方法及びシステム（Ｍｅ
ｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔｉｎｇ　Ｖｉｒｔｕａｌ
　Ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｂａｓｅ　Ｃｌａｓｓｅｓ　ａｎｄ　
Ｓｅｔｔｉｎｇ　ａ　Ｔｈｉｓ　ｐｏｉｎｔｅｒ　ｆｏｒ　ａｎ　Ｏｂｊｅｃｔ－Ｏｒｉ
ｅｎｔｅｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）」と題する米国特許第５，２
９７，２８４号に開示されたモデルに適合する。



ＣｌｉｅｎｔＳｉｔｅインターフェイス５０５は、収容オブジェクトと通信するサーバに
より使用されるべき方法を与える。ＩＤａｔａＯｂｊｅｃｔインターフェイス５０６は、
オブジェクトデータを操作する方法を与える。
【００２７】
図６は、ＩＭｏｎｉｋｅｒインターフェイスの典型的な例を示すブロック図である。この
例のデータ構造体は、オブジェクトデータ構造体６０１と、仮想機能テーブル６０３とを
含んでいる。オブジェクトデータ構造体６０１は、仮想機能テーブル６０３に対するポイ
ンタ６０２と、専用例データとを含んでいる。仮想機能テーブル６０３は、ＩＭｏｎｉｋ
ｅｒインターフェイスの方法を具現化するコードに対するポインタを含んでいる。テーブ
ル２は、ＩＭｏｎｉｋｅｒインターフェイスのクラスの定義である。
【００２８】
テーブル２　クラス　ＩＭｏｎｉｋｅｒ　｛　仮想　ＳＣＯＤＥ　ＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅ
ｃｔ（ｐｂｃ，ｉｉｄＴｏＬｅｆｔ，ｐｖＴｏＬｅｆｔ，ｐｍｋＴｏＬｅｆｔ，　ｌｉｄ
Ｒｅｓｕｌｔ，ｐｐｖｒｅｓｕｌｔ）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　ＩＩＤＢｉｎｄＴｏＯ
ｂｊｅｃｔ（ｐｉｄｄ）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　ＢｉｎｄＴｏＳｔｏｒａｇｅ（ｐｂ
ｃ，ｐｍｋＴｏＬｅｆｔ，ｉｉｄ，ｐｐｖＯｂｊ）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　Ｒｅｄｕ
ｃｅ（ｐｂｃ，ｄｗＲｅｄｕｃｅＨｏｗＦａｒ，ｐｐｍｋＴｏＬｅｆｔ，ｐｐｍｋＲｅｄ
ｕｃｅｄ）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　ＣｏｍｐｏｓｅＷｉｔｈ（ｐｍｋＲｉｇｈｔ，ｆ
ＯｎｌｙｉｆＮｏｔＧｅｎｅｒｉｃ，ｐｐｍＣｏｍｐｏｓｅ）　仮想　ＳＣＯＤＥ　Ｅａ
ｔｅｎ（ｆＦｏｗａｒｄ，ｐｐｃｎｍＭｏｎｉｋｅｒ）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　Ｉｓ
Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｃｉｍｐｏｓｉｔｅ（）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　ＩｓＥｑｕａｌ（
ｆｉｄｅｎｔｉｃａｌ，ｐｍｋＯｔｈｅｒＭｏｎｉｋｅｒ）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　
Ｈａｓｈ（ＩＩｄｅｎｔｉｃａｌ，ｐｄｗＨａｓｈ）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　Ｇｅｔ
ＴｉｍｅＯｆＬａｓｔＣｈａｎｇｅ（ｐｂｃ，ｐｍｋＴｏＬｅｆｔ，ｐｆｉｌｅｔｉｍｅ
）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　Ｉｎｖｅｒｓｅ（ｐｐｍｋ）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　
ＣｏｍｍｏｎＰｒｅｆｉｘＷｉｔｈ（ｐｍｋＯｔｈｅｒ，ｐｐｍｋＰｒｅｆｉｘ）＝０；
　仮想　ＳＣＯＤＥ　ＲｅｌａｔｉｖｅＰａｔｈＴｏ（ｐｍｋＯｔｈｅｒ，ｐｐｍｋＲｅ
ｌＰａｔｈ）；　仮想　ＳＣＯＤＥ　ＧｅｔＵｓｅｒＮａｍｅ（ｐｂｃ，ｐｍｋＴｏＬｅ
ｆｔ，ＬｐＬｐｓｚＵｓｅｒＮａｍｅ）＝０；　仮想　ＳＣＯＤＥ　ＰｕｒｓｅＵｓｅｒ
Ｎａｍｅ（ｐｂｃ，ｐｍｋＴｏＬｅｆｔ，ｌｐｓｚＵｓｅｒＮａｍｅ，ｐｃｈＥａｔｅｎ
，　ｐｐｐｍｋＯｕｔ）＝０；　｝
【００２９】
これらの方法に加えて、ＩＭｏｎｉｋｅｒの具現は、典型的に、ＭｋＰａｒｓｅＵｓｅｒ
Ｎａｍｅ、ＭｋＣｒｅａｔｅＩＢｉｎｄＣｏｎｔｅｘｔ、ＭｋＣｒｅａｔｅＧｅｎｅａｉ
ｃＣｏｍｐｏｓｉｔｅ、ＭｋＣｒｅａｔｅＦｉｌｅＭｏｎｉｋｅｒ、ＭｋＣｒｅａｔｅＩ
ｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒ及びＭｋＣｒｅａｔｅＡｎｔｉＭｏｎｉｋｅｒの機能をサポートし
、これらについては以下に述べる。
【００３０】
図２３は、リンクされたオブジェクトを示す図である。この例では、複合文書２２０１は
、複合文書１０１に記憶されたレポートのような種々のプロジェクトレポートの編集物で
ある。複合文書２２０１は、複合文書２２０２へのリンクを含んでいる。このリンクは、
ファイル「ＶＡＣ１．ＤＯＣ」に記憶された複合文書が理論的に複合文書２２０１内にあ
ることを示している。好ましい実施例においては、リンクがモニカとして記憶される。モ
ニカは、リンクのソースへアクセスする方法を与えるクラス（モニカオブジェクト）の例
である。モニカオブジェクトは、リンクのソースを識別するデータをカプセル化し、アプ
リケーションプログラムがリンクのソースをアクセスできるようにする方法を与える。例
えば、複合文書２２０１から複合文書２２０２へのリンクが形成されたときは、ワードプ
ロセッサは、「ＶＡＣ１．ＤＯＣ」ファイルを指すモニカオブジェクトの例を挙げる機能
を呼び出す。この機能は、新たなモニカオブジェクトに対するポインタを返送する。次い
で、ワードプロセッサは、そのモニカプロジェクトを複合文書２２０１内に記憶する。ワ
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ードプロセッサは、モニカオブジェクトの方法を介してリンクソースへアクセスする。例
えば、モニカのクラスが「結び付け」方法をサポートする。この結び付け方法は、リンク
ソースがどこに配置されているかを決定し、そのソースを表すオブジェクトに対するポイ
ンタを返送する。この例では、モニカオブジェクトの結び付け方法は、ソースがファイル
「ＶＡＣ ．ＤＯＣ」に記憶されていると決定し、ファイルを表すためにオブジェクトを
例示し、その例示されたオブジェクトに対するポインタを返送する。次いで、ワードプロ
セッサは、その返送されたオブジェクトでソースデータをアクセスする方法を呼び出す。
【００３１】
図７は、図３のエグゼクティブサマリー複合文書３０３に記憶されるモニカを示すブロッ
ク図である。このモニカは、リンクされたチャートオブジェクト３０５を表している。こ
のリンクは複合文書内に埋め込まれたデータを指すので、モニカは、複合文書を識別する
のに必要なリンクと、複合文書内のデータを識別するのに必要なリンクとの合成体として
示されている。従って、リンクを合成モニカと称する。合成モニカは、埋め込みハイアラ
ーキ構成において左 右に順序付けされた成分モニカを含んでいる。合成モニカ７０１
は、３つの成分モニカ７０２、７０３及び７０４を備えている。成分モニカ７０２は、複
合文書３０１を参照する。成分モニカ７０２は、ＣＬＡＳＳ　ＩＤ（ＦｉｌｅＭｏｎｉｋ
ｅｒ）と、複合文書３０１のユーザ読み取り可能な名称「Ｃ：＼ＶＡＣ１．ＤＯＣ」とを
含んでいる。成分モニカ７０３は、複合文書３０１ 埋め込まれたオブジェクトを参照
する。ワードプロセスアプリケーションは、成分モニカ７０３を理解しそしてこれを用い
て埋め込まれたスプレッドシートを位置決めする。成分モニカ７０３は、ＣＬＡＳＳ　Ｉ
Ｄ（ＷＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒ）と、埋め込まれたスプレッドシートのユーザ読み取り可
能な名称とを含んでいる。ＣＬＡＳＳ　ＩＤ「ＷＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒ」は、ワードプ
ロセッサがこの成分モニカを認識することを示している。成分モニカ７０４は、埋め込ま
れたスプレッドシートオブジェクト３０２内のデータの範囲を参照する。この成分モニカ
７０４は、ＣＬＡＳＳ　ＩＤ（ＳＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒ）と、その範囲に対してユーザ
が読み取り可能な名称とを含んでいる。ＣＬＡＳＳ　ＩＤ（ＳＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒ）
は、スプレッドシートプログラムがこの成分モニカを認識することを指示する。合成モニ
カのオブジェクトデータ構造体は、データ構造体８０１及び仮想機能テーブル８０２を含
んでいる。このデータ構造体８０１は、ＣＬＡＳＳ　ＩＤ８０３と、リンクされたリスト
８０５に対するポインタ８０４とを含んでいる。この例では、ＣＬＡＳＳ　ＩＤは、タイ
プＩＤ　ＧｅｎＣｏｍｐｏｓｉｔｅＭｏｎｉｋｅｒのモニカを指示する。
【００３２】
図８は、典型的な合成モニカオブジェクトデータ構造体を示すブロック図である。リンク
されたリスト８０５は、各成分モニカごとに１つのエントリー８０６を含んでいる。各エ
ントリーは、成分モニカ８０９ないし８１１に対するポインタを含んでいる。
【００３３】
図９は、一般的な合成モニカ方法ＣｏｍｐｏｓｅＷｉｔｈの具現化を示すフローチャート
である。方法ＧｅｎＣｏｍｐｏｓｉｔｅＭＯｎｉｋｅｒ：：ＣｏｍｐｏｓｅＷｉｔｈは、
指定されたモニカを左部分にそして呼称されたモニカを右部分に有する新たな合成モニカ
を形成する。この方法は、新たな合成モニカに対するポインタを返送する。ステップ９０
１において、この方法は、呼称されたモニカのＩｓＧｅｎｅｒｉｃＣｏｍｐｏｓｉｔｅ？
方法を呼び出し、それが一般的な合成モニカであるかどうかの判断をする。もしそうでな
ければ、この方法はステップ９０４へ続き、さもなくば、ステップ９０２へ続く。ステッ
プ９０２において、この方法は、 方法であるＦｉｎｄＦｉｒｓｔＥｌ
ｅｍｅｎｔ方法を呼び出し、これは、第１の成分モニカに対するポインタと、残りの成分
モニカに対するポインタとを返送する。ステップ９０３では、この方法は、第１成分モニ
カのＣＬＡＳＳ　ＩＤを抽出する。ステップ９０４では、呼称されたモニカのＣＬＡＳＳ
　ＩＤが抽出される。ステップ９０３及び９０４が完了すると、この方法は、新たな合成
モニカの右部分として使用するモニカのＣＬＡＳＳＩＤを得る。ステップ９０７において
、この方法は、ＭｋＣｒｅａｔｅＧｅｎｅｒｉｃＣｏｍｐｏｓｉｔｅ機能を呼び出して、
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左側の指定されたモニカと、右側の呼称されたモニカとで成る新たな一般的な合成モニカ
を形成し、次いで、その新たな合成モニカに対するポインタを返送する。
【００３４】
図１０は、機能ＭｋＣｒｅａｔｅＧｅｎｅｒｉｃＣｏｍｐｏｓｉｔｅのフローチャートで
ある。この機能は、左右の２つのモニカを得、左右のモニカより成る新たな合成モニカを
形成し、その新たなモニカに対するポインタを返送する。ステップ１００１では、この機
能は、ｐｍｋＦｉｒｓｔ：：ＩｓＧｅｎｅｒｉｃＣｏｍｐｏｓｉｔｅ？方法を呼び出して
、左のモニカが一般的な合成モニカであるかどうか判断する。もしそうであれば、この機
能はステップ１００４へ続き、さもなくば、ステップ１００２へ続く。ステップ１００２
では、新たな一般的な合成モニカを割り当て、そして左のモニカのコピーをその第１エレ
メントとして記憶する。更に、ステップ１００２において、必要なデータ構造体を割り当
てると共に、新たな一般的な合成モニカのノードをリンクされたリストに割り当て、そし
てこの値を変数ｐｒｅｖｉｏｕｓに記憶する。ステップ１００３では、通過された左側の
モニカ（ｐｍｋＦｉｒｓｔ）を、第１のエレメントとして、ｐｃｍで指示された新たな合
成モニカに挿入する。この方法は、次いで、ステップ１００８へと続く。ステップ１００
４ないし１００７では、元の左側モニカの成分モニカを含む新たな合成モニカを形成する
ように機能がループする。このループは、元の左側モニカのリンクされたリストのエレメ
ントを横切り、成分モニカのコピーを新たな合成モニカに挿入する。ステップ１００４で
は、左側モニカの最後のエレメントをサーチするために多数の変数が初期化される。これ
を行うために、変数ｐｒｅｖｉｏｕｓをリンクされたリストの第１エレメントを指すよう
にセットし、変数ｃｕｒｒｅｎｔをリンクされたリストの第２エレメントを指すようにセ
ットし、そしてｐｃｍをリンクされたリストの第１エレメントによって指示された第１モ
ニカにセットする。ステップ１００５では、変数ｃｕｒｒｅｎｔがＮＵＬＬであるかどう
か判断される。もしそうであれば、変数ｐｒｅｖｉｏｕｓは左の合成モニカの最後のエレ
メントを指し、これは、全ての成分モニカがその新たな合成モニカに対して無効であった
ことを示すもので、この機能はステップ１００８へと続き、さもなくば、ステップ１００
６へと続く。ステップ１００６では、変数ｐｃｍによって指示されたモニカが変数ｃｕｒ
ｒｅｎｔによって指示されたモニカを通すＣｏｍｐｏｓｅＷｉｔｈ方法を呼び出す。ステ
ップ１００７では、この新たな合成モニカを指すように変数ｐｃｍをセットし、リンクさ
れたリストの次の２つのエレメントを指すように変数ｐｒｅｖｉｏｕｓ及びｃｕｒｒｅｎ
ｔを更新し、そしてステップ１００５へとループして、変数ｐｒｅｖｉｏｕｓがリンクさ
れたリスト終わりを指すかどうか判断する。ステップ１００８では、ｐｍｋＲｅｓｔＩｓ
ＧｅｎｅｒｉｃＣｏｍｐｏｓｉｔｅ？方法を呼び出し、右側のモニカが一般的な合成モニ
カであるかどうか判断する。もしそうでなければ、この機能は、ステップ１０１０へと続
き、さもなくば、ステップ１００９へと続く。ステップ１００９では、右側モニカのリン
クされたリストを新たな左側モニカに添付する。この機能はステップ１０１２へと続く。
ステップ１０１０及び１０１１において、右側のモニカを指す新たなエレメントが新たな
左側のモニカに添付される。ステップ１０１２において、返送値ｐｐｍｋＣｏｍｐｏｓｉ
ｔｅを新たな合成モニカであるｐｃｍにセットし、この機能は復帰する。
【００３５】
図１１は、典型的な具現化のＦｉｎｄＬａｓｔＥｌｔ方法のフローチャートである。この
方法は２つのモニカを形成する。第１のモニカは、指定されたモニカの最後の成分モニカ
に対応する。第２のモニカは、指定されたモニカの残り部分に対応する。ステップ１１０
１において、この方法は、リンクされたリストの第２エレメントを指すように変数ｃｕｒ
ｒｅｎｔをセットし、リンクされたリストの第１エレメントを指すように変数ｐｒｅｖｉ
ｏｕｓをセットし、そして第１の成分モニカを指すように変数ｒｅｓｔをセットする。ス
テップ１１０２ないし１１０５は、指定されたモニカのリンクされたリストを横切り、第
２のモニカを形成する。ステップ１１０２において、変数ｃｕｒｒｅｎｔが最後のエレメ
ントを指す場合には、この方法はステップ１１０６に続き、さもなくば、ステップ１１０
３に続く。ステップ１１０６では、変数ｃｕｒｒｅｎｔによって指示されたモニカを指す
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ようにパラメータＬａｓｔＥｌｔをセットし、復帰となる。
【００３６】
図１２は、典型的な具現化のＦｉｎｄＦｉｒｓｔＥｌｔ方法のフローチャートである。こ
の方法は、ＦｉｎｄＬａｓｔＥｌｔ方法と同様であるが、第１の成分モニカに対するポイ
ンタと、残りの成分モニカより成る新たな合成モニカに対するポインタとを返送する。
【００３７】
図１３は、典型的な具現化のＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法を示すフローチャートである
。このＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法は、ＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ（又はＢｉｎｄＴｏ
Ｓｔｏｒａｇｅ）を繰り返し呼び出し、指定されたモニカにより指示されたオブジェクト
を探索して結び付けるのに使用できるオブジェクト（又は記憶）を得るものである。一般
に、ＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法は、そのプレフィックス成分モニカの方法を使用して
、指定されたモニカによって指示されたオブジェクト又は記憶を返送する。この方法は、
最後の成分モニカのＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法を呼び出し、これは次いで右から左へ
そのプレフィックスモニカのＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法を呼び出す。ＢｉｎｄＴｏＯ
ｂｊｅｃｔ方法は、次の６つのパラメータを取るものである。即ち、ｐｏｉｎｔｅｒｔｏ
ａｂｉｎｄコンテクスト、第３パラメータのインターフェイス識別子、プレフィックスモ
ニカに対応するオブジェクトのインターフェイスのポインタ、プレフィックスモニカ、呼
び出し側が結び付けようとしているインターフェイス、及び例示されたインターフェイス
に対応する出力パラメータ。ステップ１３０１において、指定されたモニカのＦｉｎｄＬ
ａｓｔＥｌｔ方法を呼び出し、その最後の成分モニカを見つける。ステップ１３０２にお
いて、最後の成分モニカのＩｉｄＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法を呼び出す。ステップ１
３０３において、この方法がＩＤ　ＮＵＬＬを返送する場合には、最後の成分モニカのＢ
ｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法を呼び出して、結び付けが必要なインターフェイスを決定す
ることが必要であり、この方法はステップ１３０４へと進み、さもなくば、ステップ１３
０５へと続く。ステップ１３０４において、ＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法は最後の成分
モニカのＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法を呼び出し、合成モニカの第１部分をそのプレフ
ィックスモニカとして通して、復帰となる。ステップ１３０５において、最後の成分モニ
カのＩｉｄＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法によって返送されたインターフェイスがＩＤ　
ＳＴＯＲＡＧＥに等しい場合には、この方法はステップ１３０６へ続き、さもなくば、ス
テップ１３０７へ続く。ステップ１３０６において、この方法は、プレフィックスモニカ
のＢｉｎｄＴｏＳｔｏｒａｇｅ方法を呼び出す（変数ｒｅｓｔ）。返送の際に、変数ｐｖ
は、プレフィックスモニカに対応する記憶オブジェクトの結び付けられた例を指し、ステ
ップ１３０８へと続く。ステップ１３０７において、プレフィックスモニカに対するＢｉ
ｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法を呼び出す。最後の成分モニカによって要求されたインターフ
ェイスを通し、そのインターフェイスに対応する例示されたオブジェクトが変数ｐｖにお
いて返送される。ステップ１３０８では、変数ｐｖによって指示された例示されたオブジ
ェクトが、その通された結び付けコンテクストに登録される。この結び付けコンテクスト
は、ＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法の以前の呼び出しによって対応的に結び付けられた現
在例示されているオブジェクトのリンクされたリストである。この結び付けコンテクスト
は、ＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法によって使用されて、その指定されたモニカにより参
照されたオブジェクトが既に例示されたかどうかが決定される。ステップ１３０９におい
ては、最後の成分モニカによって要求されたインターフェイス、モニカプレフィックスに
対応する例示されたインターフェイス、及び元のＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ呼び出しで要
求された元のインターフェイスで最後の成分モニカのためのＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方
法を呼び出す。次いで、この方法は復帰となる。
【００３８】
図１４は、ファイルモニカの典型的な具現化に対するＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法を示
すフローチャートである。この方法は、指定されたファイルモニカに対応するオブジェク
トがランニングオブジェクトテーブルにより指示されたように存在するかどうかを決定し
、そのオブジェクトに対するポインタを返送する。ランニングオブジェクトテーブルは、
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例示された全ての現在オブジェクトに対するポインタを含んでいる。さもなくば、この方
法は適当なサーバを探し、ファイルに対するインターフェイスを例示する。ＦｉｌｅＭｏ
ｎｉｋｅｒ：：ＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法は、一般的な合成モニカＢｉｎｄＴｏＯｂ
ｊｅｃｔ方法でリストした同じ６つのパラメータを取るものである。ステップ１４０１な
いし１４０４において、この方法は、対応するオブジェクトに対してランニングオブジェ
クトテーブルを使用して、指定されたファイルモニカが存在するかどうか判断する。ステ
ップ１４０１において、この方法は、指定されたモニカがランニングオブジェクトテーブ
ルにリストされているかどうかを判断する。もしそうであれば、この方法はステップ１４
０２へ続き、さもなくば、ステップ１４０５へ続く。ステップ１４０２において、この方
法は、要求されたインターフェイスがランニングオブジェクトテーブル内のものと一致す
るかどうかを判断する。もし一致すれば、ステップ１４０３において、そのインターフェ
イスに対するポインタを返送する。さもなくば、ステップ１４０４において、ランニング
オブジェクトテーブルで見つかったオブジェクトのＱｕｅｒｙＩｎｔｅｒｆａｃｅ方法を
呼び出すことによりその要求されたインターフェイスを得、そして復帰となる。ステップ
１４０５において、指定されたモニカがランニングオブジェクトテーブルに見つからなか
ったために、この方法は、指定されたモニカに対応するサーバを見つける（ｆｉｌｅｎａ
ｍｅ）。ステップ１４０６において、サーバを呼び出してそのクラスの例を形成する。ス
テップ１４０７において、その例のＱｕｅｒｙＩｎｔｅｒｆａｃｅ方法を呼び出し、結び
付けのためのインターフェイスが得られる。ステップ１４０８では、結び付けインターフ
ェイスのＬｏａｄ方法が呼び出され、復帰となる。
【００３９】
図１５は、項目モニカを典型的に具現化するＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法のフローチャ
ートである。上記の例では、ＷＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒ及びＳＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒの
両方が同様の具現構成である。この方法は、プレフィックスモニカのインターフェイスオ
ブジェクトを使用し、そのＧｅｔＯｂｊｅｃｔ方法を呼び出す。このＧｅｔＯｂｊｅｃｔ
方法は、ＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒによって指示されたオブジェクトの例を探索してそれに
結び付ける。この方法は、一般的な合成モニカのＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法に通され
た同じ６つのパラメータを利用する。ステップ１５０１では、結び付けのためにオブジェ
クトが通されたかどうか判断する。もしそうであれば、この方法はステップ１５０２へと
続き、さもなくば、ステップ１５０３へと続く。ステップ１５０２では、その通されたイ
ンターフェイスのＧｅｔＯｂｊｅｃｔ方法が呼び出され、項目モニカによって指示された
オブジェクトが例示され、復帰となる。ステップ１５０３では、プレフィックスモニカが
ＮＵＬＬでない場合、この方法はステップ１５０４へ続き、さもなくば、復帰となる。ス
テップ１５０４では、レフィックスモニカのＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法が呼び出され
、ＩＣｏｎｔａｉｎｅｒインターフェイスが要求される。ステップ１５０５では、その要
求されたＩＣｏｎｔａｉｎｅｒインターフェイスのＧｅｔＯｂｊｅｃｔ方法が呼び出され
る。
【００４０】
図１６は、ＷＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒを典型的に具現化するＢｉｎｄＴｏＳｔｏｒａｇｅ
方法のフローチャートである。この方法は、そのプレフィックスのＢｉｎｄＴｏＳｔｏｒ
ａｇｅ方法を呼び出し、そしてプレフィックスに対する記憶ハンドルを得たときに、指定
されたモニカに関連した記憶を得る。ステップ１６０１では、その通されたプレフィック
スがＮＵＬＬであるかどうか判断し、もしそうであれば、この方法は復帰となり、さもな
くば、ステップ１６０２へ続く。ステップ１６０２では、プレフィックスモニカのＢｉｎ
ｄＴｏＳｔｏｒａｇｅ方法が呼び出され、その要求されたインターフェイスを通すように
する。ステップ１６０３では、ステップ１６０２で返送された記憶のＧｅｔＳｔｏｒａｇ
ｅ方法が呼び出され、現在ＷｉｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒに指定されたオブジェクトに対する
独特の識別子が通される。次いで、この方法は復帰となる。
【００４１】
図１７は、ＧｅｎｅｒｉｃＣｏｍｐｏｓｉｔｅＭｏｎｉｋｅｒインターフェイスの減少方
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法を示す全体的なフローチャートである。このルーチンは、各成分モニカの減少方法を呼
び出すことにより各成分モニカを減少しようと試み、そして成分の減少された新たなＧｅ
ｎｅｒｉｃＣｏｍｐｏｓｉｔｅＭｏｎｉｋｅｒを構成する。この方法は、３つのパラメー
タ、即ち結び付けコンテクストのポインタと、プレフィックスモニカと、減少したモニカ
に対する出力パラメータとを利用する。ステップ１７０１において、この方法は、指定さ
れたモニカを構成する成分モニカのリンクされたリストにおける第１エレメントを見つけ
る。ステップ１７０２ないし１７０９において、この方法は、各成分モニカの減少方法を
繰り返し呼び出しそして成分の減少された新たな合成モニカを発生する。ステップ１７０
２において、リンクされたリストの全てのエレメントが処理された場合に、この方法はス
テップ１７０３へと続き、さもなくば、ステップ１７０４へと続く。ステップ１７０３に
おいて、出力パラメータを新たな減少された合成モニカにセットし、そして復帰となる。
ステップ１７０４では、変数Ｍ　Ｅｌｅｍｅｎｔによって指示されたモニカ成分の減少方
法を呼び出し、結び付けコンテクスト及びプレフィックスモニカのポインタに沿って通す
ようにする。プレフィックスモニカは、それまでに形成された新たな合成モニカに対応す
る。ステップ１７０５において、プレフィックスモニカを指す変数がＮＵＬＬであること
がこの方法により決定されると、ステップ１７０６へ続き、さもなくば、ステップ１７０
７へ続く。ステップ１７０６において、プレフィックスモニカを指す変数がＮＵＬＬを指
す場合（ループを最初に通るときに生じる）には、これがステップ１７０４において返送
された減少された成分モニカにセットされ、そしてこの方法はステップ１７０９に続く。
ステップ１７０７において、プレフィックスモニカを指す変数がＮＵＬＬでない場合には
、プレフィックスモニカのＣｏｍｐｏｓｅＷｉｔｈ方法を呼び出し、ステップ１７０４で
返送された新たな減少されたモニカをプレフィックスと合成する。ステップ１７０８にお
いて、プレフィックスモニカを指す変数は、行われた全てのモニカ減少を含む新たな合成
された結果にリセットされる。ステップ１７０９において、変数Ｍ　Ｅｌｅｍｅｎｔは、
成分モニカのリンクされたリストの次のエレメントに進められ、そしてこの方法はステッ
プ１７０２においてループの上部へ復帰する。
【００４２】
図１８は、ＦｉｌｅＭｏｎｉｋｅｒを典型的に具現化する減少方法のフローチャートであ
る。この減少方法は、通されたプレフィックスモニカを探し、そしてそのプレフィックス
モニカの最後の成分が別のファイルモニカであるかどうかを判断する。別のファイルモニ
カである場合は、２つのＦｉｌｅＭｏｎｉｋｅｒを１つに結合したものである新たな合成
ＦｉｌｅＭｏｎｉｋｅｒを返送する。又、通されたプレフィックスから消費されたファイ
ルモニカを除去する。この機能は３つのパラメータ、即ち結び付けコンテクストのポイン
タと、プレフィックスモニカのポインタと、新たに減少されたモニカが返送される場合の
出力パラメータとを利用する。ステップ１８０１において、この機能は、通されたプレフ
ィックスモニカを検査して、それがＮＵＬＬであるかどうかを調べる。もしそうであれば
、この機能は復帰となり、さもなくば、ステップ１８０２へ続く。ステップ１８０２にお
いて、この機能はプレフィックスモニカを探してそれが一般的な合成モニカであるかどう
かを調べる。もしそうであれば、機能はステップ１８０４へ続き、さもなくば、ステップ
１８０３へ続く。ステップ１８０３において、この機能は、プレフィックスが単純なモニ
カであるので最後のエレメントをプレフィックスモニカにセットし、ステップ１８０５へ
と続く。ステップ１８０４において、レフィックスモニカのＦｉｎｄＬａｓｔＥｌｔ方法
を呼び出し、プレフィックス合成モニカの最後のエレメントを得る。ステップ１８０５で
は、最後のエレメントのＣＬＡＳＳ　ＩＤがチェックされて、それがファイルモニカであ
るかどうか調べられる。もしそうでなければ、この機能はステップ１８０６へ続き、さも
なくば、ステップ１８０７へ続く。ステップ１８０６では、減少が生じていないので、出
力パラメータをそれ自身へセットし、復帰となる。ステップ１８０７では、このモニカに
関連したファイル名を、最後のエレメントによって指示されたモニカのファイル名に添付
する。次いで、ステップ１８０８において、この新たなファイル名ストリングでそれ自身
の形成方法を呼び出す。ステップ１８０９において、プレフィックスを、プレフィックス
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から最後のエレメントを引いたものに等しくセットするか、又はプレフィックスが合成モ
ニカでなかった場合にはＮＵＬＬにセットする。ステップ１８１０において、新たに減少
されたモニカに対応する出力パラメータを、ステップ１８０８で形成されたモニカにセッ
トし、そしてこの機能は復帰となる。
【００４３】
図１９及び２０は、ワードプロセス項目モニカＷＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒを典型的に具現
化する減少方法の全体的なフローチャートである。このルーチンは、モニカの特殊な種類
である記憶モニカを返送し、これは、オブジェクト結び付け方法によって使用されて、埋
め込まれたオブジェクトのサーバを直接呼び出し、ワードプロセスアプリケーションの呼
び出しをバイパスできるようにする。これは、ワードプロセス文書内に含まれた特殊オブ
ジェクトテーブルを探して、埋め込まれたオブジェクトに対する適当な記憶ポインタを見
つけることにより行われる。この記憶ポインタは、次いで、記憶モニカに合成され、
オブジェクト結び付け方法が呼び出される 、どのサーバを呼び出すかを決めること
ができる。このルーチンは、３つのパラメータ、即ち結び付けコンテクストのポインタと
、プレフィックスモニカと、新たに減少されたモニカを含む出力パラメータとを利用する
。ステップ１９０１では、この方法は、プレフィックスがＮＵＬＬであるかどうか調べ、
もしそうであれば、復帰となるが、さもなくばステップ１９０２へと続く。ステップ１９
０２では、この方法は、プレフィックスが一般的な合成モニカであるかどうか調べ、もし
そうであれば、ステップ１９０３へ続き、さもなくば、ステップ１９０４へ続く。ステッ
プ１９０３では、プレフィックスモニカ ＦｉｎｄＬａｓｔＥｌｔ方法を呼び出して、リ
ンクされたリストにおける最終モニカのポインタを得る。次いで、ステップ１９０５へと
続く。ステップ１９０４において、最終エレメントポインタをプレフィックスにセットす
る。というのは、これが合成モニカでないからである。ステップ１９０５では、最終エレ
メントのＣＬＡＳＳ　ＩＤを探し、それがファイルモニカであるかどうか調べる。もしそ
うでなければ、この機能はステップ１９０６へ続き、さもなくば、ステップ１９０７へ続
く。ステップ１９０６では、単にそれ自身を出力パラメータにおいて返送する。というの
は、減少が行われたと考えられないからである。ステップ１９０７では、ファイルの拡張
を探すが、これは、ファイルがワードプロセスアプリケーションに属しているかどうかを
判断することであると分かる。ファイルが未知の形式のものであると判断されると、この
機能はステップ１９０６へ続き、さもなくば、ステップ１９０８へ続く。ステップ１９０
８では、最終エレメントポインタによって指示されたモニカのＧｅｔＵｓｅｒ方法が呼び
出され、プレフィックスをもつ最終エレメントのファイル名を得る。ステップ１９０９に
おいて、このようにして得たファイル名でオブジェクトテーブル内の既知の位置を探し、
現在モニカに対応するエントリーを見つける。テーブル内のエレメントは、３つのタプル
（ＷＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒ、ＩＳｔｏｒａｇｅ、ＵｓｅｒＮａｍｅ）の形態である。こ
のテーブルから、記憶ポインタと、形成される新たなモニカのユーザ名とを得る。次いで
、ステップ１９１０において、プレフィックスの最終エレメントのファイル名のユーザ名
を、得られたこの新たな名称に添付する。ステップ１９１１では、記憶ポインタ及び新た
な名称をもつ新たなＩＳｔｏｒａｇｅモニカを形成する。ステップ１８１２では、プレフ
ィックスが、プレフィックスから最終エレメントを引いた残りにセットされる。最後に、
ステップ１９１３において、出力パラメータがこのように形成された新たなＩＳｔｏｒａ
ｇｅモニカにセットされ、これで機能は復帰となる。
【００４４】
図２１は、機能ＭｋＰａｒｓｅＵｓｅｒＮａｍｅの全体的なフローチャートである。この
機能はストリング名を利用し、それに対応するモニカを返送する。この返送されるモニカ
は、合成モニカである。ステップ２００１において、この機能はストリングを分解して正
当なファイル名を見つける。ステップ２００２において、このファイル名のファイルモニ
カを形成し、それを変数ｐｆｍにセーブする。ステップ２００３では、残りのストリング
を、分解した最初のストリングから消費された文字を引いたものにセットする。最後に、
ステップ２００４において、ｐｆｍにより指示されたファイルモニカに対するＰａｒｓｅ
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ＵｓｅｒＮａｍｅ方法を呼び出し、残っているストリングと、返送モニカのアドレスとを
通すようにする。ファイルモニカのＰａｒｓｅＵｓｅｒＮａｍｅ方法がいったん返送され
ると、ストリングの残りが分解される。次いで、この機能は復帰となる。
【００４５】
図２２は、ファイルモニカを典型的に具現化するＰａｒｓｅＵｓｅｒＮａｍｅ方法の全体
的なフローチャートである。この方法は、これが含むことのできるオブジェクトの種類が
分からないので、ストリングの次の部分を分解するためにファイル名によって指示された
オブジェクトに結び付ける必要があるかどうかを判断しなければならない。この方法は、
４つのパラメータ、即ちＢｉｎｄＣｏｎｔｅｘｔへの 、プレフィックスモニカの
ポインタ、分解されるべき残りのストリング名、及び得られるモニカのポインタを利用す
る。ステップ２１０１では、この方法は、このファイルに含まれたオブジェクトの構文を
理解できるかどうか判断する。もしできれば、ステップ２１０２へ続き、さもなくば、ス
テップ２１０３へ続く。ステップ２１０２では、内部分解ストリングルーチンを呼び出し
、分解することのできたストリングの部分に対するモニカを形成する。次いで、ステップ
２１０５へと続く。ステップ２１０３において、この方法は、それ自体のＢｉｎｄＴｏＯ
ｂｊｅｃｔを呼び出し、ＰａｕｓｅＵｓｅｒＮａｍｅ方法に通されたプレフィックスを通
すようにする。次いで、ステップ２１０４において、結び付けられたオブジェクトのＰａ
ｕｓｅＵｓｅｒＮａｍｅ方法を呼び出し、プレフィックスと、分解されるべき残りのユー
ザストリングとを通すようにする。最後に、ステップ２１０５において、プレフィックス
のＣｏｍｐｏｓｅＷｉｔｈ方法が呼び出されて、新たに形成されたモニカを追加する。こ
れで、この機能は復帰となる。
【００４６】
以上、本発明の好ましい実施例について説明したが、本発明はこれに限定されるものでは
ない。当業者であれば、本発明の範囲内で種々の変更がなされ得ることが明らかであろう
。従って、本発明は特許請求の範囲のみによって限定されるものとする。
【図面の簡単な説明】
【図１】複合文書の例を示す図である。
【図２】スケジュールデータ、予算データ及び説明データを複合文書にいかに合体するか
を示す図である。
【図３】リンクされたオブジェクトとそのソースとの関係の一例を示す図である。
【図４】オブジェクトのサンプル例を示すブロック図である。
【図５】オブジェクトのパブリックビューを示すブロック図である。
【図６】ＩＭｏｎｉｋｅｒインターフェイスの典型例を示すブロック図である。
【図７】図３のエグゼクティブサマリー複合文書に記憶されるモニカを示すブロック図で
ある。
【図８】典型的な合成モニカオブジェクトデータ構造体を示すブロック図である。
【図９】一般的な合成モニカ方法ＣｏｍｐｏｓｅＷｉｔｈの具現化を示すフローチャート
である。
【図１０】機能ＭｋＣｒｅａｔｅＧｅｎｅｒｉｃＣｏｍｐｏｓｉｔｅを示すフローチャー
トである。
【図１１】２つのモニカを形成するＦｉｎｄＬａｓｔＥｌｔ方法の典型的な具現化を示す
フローチャートである。
【図１２】ＦｉｎｄＦｉｒｓｔＥｌｔ方法の典型的な具現化を示したフローチャートであ
る。
【図１３】ＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法の典型的な具現化を示したフローチャートであ
る。
【図１４】ファイルモニカを典型的に具現化するＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法のフロー
チャートである。
【図１５】項目モニカを典型的に具現化するＢｉｎｄＴｏＯｂｊｅｃｔ方法のフローチャ
ートである。
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【図１６】ＷＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒを典型的に具現化するＢｉｎｄＴｏＳｔｏｒａｇｅ
方法を示すフローチャートである。
【図１７】一般的な合成モニカインターフェイスの減少方法を示す全体的なフローチャー
トである。
【図１８】ファイルモニカを典型的に具現化する減少方法の全フローチャートである。
【図１９】ワードプロセス項目モニカＷＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒを典型的に実施する減少
方法のフローチャートである。
【図２０】ワードプロセス項目モニカＷＩｔｅｍＭｏｎｉｋｅｒを典型的に実施する減少
方法の続きのフローチャートである。
【図２１】機能ＭｋＰａｒｓｅＵｓｅｒＮａｍｅの全体的なフローチャートである。
【図２２】ファイルモニカを典型的に具現化するＰａｒｓｅＵｓｅｒＮａｍｅ方法の全体
的なフローチャートである。
【図２３】リンクされたオブジェクトを示す図である。
【符号の説明】
１０１　複合文書
１０２　スケジュールデータ
１０３　予算データ
１０４　説明データ
２０１　プロジェクト管理プログラム
２０３　クリップボード
２０４　スプレッドシートプログラム
２０６　ワードプロセスプログラム
３０１　週ごとのプロジェクトレポート
３０２　埋め込まれたスプレッドシート
３０３　エグゼクティブサマリー文書
３０４　ネーティブテキスト
３０５　予算チャート
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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